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問合せ先 
川崎市こども未来局青少年支援室 佐藤 
電話 044-200-2689 

 

「川崎市子ども夢パーク」がグッドデザイン賞に選ばれました 

 

「川崎市子ども夢パーク」（高津区下作延５-30-１）が、子どもの権利を尊重しながら「遊び」や「つくる」という軸

をもった場を 20 年以上にわたり作り続けた点が評価され、公益財団法人日本デザイン振興会が主催する「グッドデ

ザイン賞 2024」に選出されました。 

 

１ グッドデザイン賞とは 

 公益財団法人日本デザイン振興会が主催する日本唯一の総合的デザイン表彰制度です。製品、建築、

ソフトウェア、システム、サービスなど、人々を取りまくさまざまなものごとに贈られ、かたちのある無しにかかわら

ず、人が何らかの理想や目的を果たすために築いたものごとをデザインととらえ、その質を評価、表彰していま

す。受賞シンボル「G マーク」は、優れたデザインの象徴として広く知られ親しまれています。 

 

２ 受賞件名 

川崎市子ども夢パーク 

受賞企業…川崎市子ども夢パーク共同運営事業体 

（NPO 法人フリースペースたまりば、公益財団法人川崎市生涯学習財団） 

   事業主体…川崎市 

  公開 URL…https://www.g-mark.org/gallery/winners/27503 

  

３ 審査委員の評価コメント 

オランダの歴史家ホイジンガは「遊び」が人間の本質であると提唱し、フランスの哲学者ベルクソンやアメリカの社会

学者リチャード・セネットは「つくること」が人間性を確認する行為だと述べている。つまり「遊び」や「つくる」という軸を

持つ場所は、子どもが自分自身を確かめ、育むために極めて重要な場だと言える。そのため、子どもの権利を尊重

し、禁止事項を極力排除し、子どもが自己責任でチャレンジできる場を長年にわたって提供してきたこと、さらに、子

どもの意見を取り入れ、大人や地域と共に 20 年以上にわたり場を作り続けてきた姿勢は、非常に重要であり、まさ

に場のデザインと言える。この施設が勇気をもって継続してきたアプローチと活動は、人間性を高める場づくりの好例

のひとつであり、今後さらに社会的意義を高めていくことを期待したい。 

 

４ 今後の予定 

 11 月１日（金）から５日（火）まで東京ミッドタウンで行われる受賞者展示会にパネル展示されます。 


